
  
 

 
 

酒
々
井
村 

 

酒
々
井
と
い
う
地
名
は
、
孝
子
伝
説
の
「
酒
の
井
」
が
同
村
字
馬
場
の
真
言
宗
円
福
院
に
あ
っ
た
た
め
と
伝
え
ら
れ 

て
い
る
。「
酒
々
井
駅
古
松
碑
」
に
は
、
中
世
末
期
に
千
葉
氏
の
居
城
本
佐
倉
城
の
城
下
町
で
、
家
臣
の
館
が
た
ち
な

ら
ん
で
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

酒
々
井
村
は
町
域
で
も
っ
と
も
大
き
な
村
落
で
、
村
高
は
七
七
〇
石
一
斗
九
升
三
合
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
一
斗
六
升
七
合
増
加
し
て
七

七
〇
石
三
斗
六
升
に
な
る
が
、
近
世
を
と
お
し
て
佐
倉
藩
領
で
あ
っ
た
。
成
田
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
近
世
前
期
か
ら
町
方
と
村
方

に
分
か
れ
て
い
た
。
宿
場
は
新
宿
・
上
宿
・
中
宿
・
下
宿
・
横
町
の
五
町
か
ら
な
り
、
中
心
は
中
祝
で
あ
っ
た
。
中
宿
で
牧
士
頭
を
勤
め 

て
い
た
島
田
長
右
衛
門
は
、
七
畝
二
歩
の
屋
敷
を
所
持
し
て
い
た
が
、
屋 

敷
内
に
は
佐
倉
牧
の
お
払
場
と
野
馬
会
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め 

長
右
衛
門
の
屋
敷
は
「
寛
文
六
午
年□

是
松
平
泉
守
様
御
除
ニ
成
」(

鶴
岡 

嘉
廣
家
六
四
号
文
書
「
名
寄
帳
」)

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

享
保
八
年(

一
七
二
三)

九
月
の
「
下
総
国
印
旛
郡
酒
々
井
村
指
出
帳
」（
同 

右
四
号
文
書

）
に
よ
る
と
、
村
方
の
高
は
六
八
七
石
八
斗
八
合
、
反
別
は
八 

一
町
八
畝
二
三
歩
、
町
方
の
高
は
八
二
石
三
斗
八
升
五
合
、
反
別
は
九
町 

四
反
六
畝
一
六
歩
で
あ
っ
た
。
村
方
の
高
の
う
ち
一
四
〇
石
は
「
享
保
四 

亥
年□

人
馬
役
御
免
」
、
町
方
の
高
は
「
御
伝
馬
人
足
宿
村
故
諸
役
御
免
」 

と
あ
り
、
村
高
の
う
ち
二
二
二
石
三
斗
八
升
五
合
は
人
馬
役
・
諸
役
を
免
除
さ
れ
て
い
た
。
堤
・
橋
・
堰
が
破
損
し
た
と
き
に
は
お
林
の

材
木
の
伐
り
出
し
を
許
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
普
請
人
足
も
近
隣
の
村
か
ら
集
め
ら
れ
て
い
た
。
お
林
と
い
う
の
は
領
主
林
の
こ
と
で
、
所

城
山
・
桜
山
・
厳
島
の
三
か
所
に
あ
り
、
農
民
が
山
守
を
勤
め
て
い
た
が
、
お
林
の
下
草
は
、
農
民
が
肥
料
や
飼
料
の
た
め
に
採
取
す
る

こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
用
水
の
溜
池
が
一
か
所
あ
っ
た
。 

 

年
貢
米
は
佐
倉
城
内
の
椎
木
蔵
に
納
入
さ
れ
て
い
た
が
、
小
物
成
と
し
て
糠
・
藁
・
縄
・
草
な
ど
を
納
め
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
薪
・ 



  
 

渋
柿
な
ど
も
納
入
し
て
い
た
が
、
渋
柿
の
場
合
は
代
銭 

が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
渋
柿
は
食
料
と
し
て
徴
収
さ
れ 

た
の
で
は
な
く
、
柿
か
ら
し
み
出
る
赤
黒
い
渋
の
液
は 

防
腐
性
が
あ
っ
た
た
め
、
塗
料
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ 

る
。 

酒
々
井
村
は
、
町
域
で
は
柏
木
村
・
上
岩
橋
村
・ 

中
川
村
と
と
も
に
、
印
旛
沼
の
漁
業
・
採
藻
権
を
持
ち
、 

永
一
三
一
文
五
分
の
運
上
金
を
上
納
し
て
い
た
。
ま
た
、 

改
革
組
合
村
は
、
佐
倉
町
組
合
に
属
し
て
い
た
。 

 

村
方
は
村
高
の
八
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い 

た
が
、
享
保
八
年
当
時
は
、
本
百
姓
が
六
軒
、
水
呑
百 

姓
が
一
〇
軒
の
あ
わ
せ
て
一
六
軒
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に 

対
し
て
町
方
は
一
三
〇
軒
で
、
そ
の
内
訳
は
、
名
主
が 

一
軒
、
組
頭
が
二
軒
、
定
使
が
一
軒
、
牧
士
が
一
軒
、

村
方
の
名
主
が
一
軒
、
同
組
頭
が
二
軒
、
同
定
使
が
一
軒
、
本
百
姓
が
一
〇
七
軒
、
店
借
が
六
軒
、
舞
太
夫
が
二
軒
、
明
屋
敷
が
六
軒
、

で
あ
っ
た
。
村
方
の
村
役
人
は
町
方
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
百
姓
の
多
く
は
、
農
業
の
合
い
間
に
余
業
も
行
っ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
町
方
に
は
郷
蔵
・
高
札
場
が
あ
り
、
ま
た
、
一
里
塚
が
築
か
れ
て
い
た
。 

神
社
は
、
字
内
方
に
麻
賀
多
神
社
、
上
宿
に
八
坂
神
社
、
横
町
に
朝
日
神
社
、
粟
洲
に
大
杉
神
社
が
あ
り
、
寺
院
は
、
横
町
に
真
言
宗
の

東
光
寺
、
内
方
に
同
宗
の
円
福
院
、
馬
場
に
同
宗
の
勝
蔵
院
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
幕
末
期
に
は
下
宿
に
石
井
兵
衛
が
経
営
す
る
青
樹
堂
と

い
う
寺
子
屋
が
あ
っ
た
。 


